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研究成果の概要（和文）：本研究では、リスク構造の本質を研究し、主として人的資本形成の失敗がもたらすリスクの
程度と幸福感に与える影響について実証的な分析を進めた。人的資本形成の失敗は、かならずしも学歴形成の側面だけ
で無く、倫理規範といった面での失敗がもたらす社会的評価の下落といった問題も考慮しており、それがライフタイム
での幸福感の下落をもたらすことを示している。このように、本研究では、偶発性に基づくリスク以上に、個人の選択
行動の誤りによって高まるリスクが、長期的に大きなものであることを示し、そのようなリスクを回避するための政策
について言及した。

研究成果の概要（英文）：In this resaerch project, we investigated the essences of the risk. We mainly 
focus on the issues of risks generated from the failure of human capital accumulation. It is shown that 
the failure in educational career but also the failure of moral formation brings about the serious 
devaluation as a human capital in the market, and decline of happiness.
 As a result, we showed that the costs of risks generated from the non-optimal decision making is quite 
serious, and we discussed the policies for remedying the mis-choice of individuals.

研究分野： 公共経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人は生まれてから人生を終えるまで、様々な
リスクに直面している。現在社会において、
人々が直面するリスクは、社会システム上の
不備および環境変化等の理由により、増大し
ていると言って良い。医療システムの不備に
よるリスク、学校教育でドロップアウトする
リスク、教育政策の失敗による低所得リスク、
企業の雇用形態の歪みによるワークライフ
バランスの欠如、女性のキャリア形成阻害の
リスク、年金制度財政悪化のリスクなどであ
る。 
２．研究の目的 
上記で述べた様々なリスクに関して、国内・
国外において数多くの研究蓄積が存在して
いる。しかしながら、リスクを生み出す社会
制度上の不備とか問題が、人生の様々局面で
のリスクとどのように関連しているのかと
いう、包括的なアプローチによる研究は十分
には進められていない。例えば、雇用におけ
る非正規化は、非婚化および少子化の本質的
な要因となっているだけでなく、所得格差の
拡大をもたらし、教育機会の不平等をも引き
起こし、社会における不公平感の拡大と意欲
格差の拡大をもたらし、犯罪の増大といった
社会不安を引き起こす遠因ともなっている
可能性がある。この例からも分かるように、
様々なリスクを分離して、個別に研究するの
みでは、リスク社会の本質的な構造を明らか
にすることができないことになる。本研究は、
リスク社会の本質的構造を明らかにし、より
本質的でかつ有効性の高い政策を提示する
ことを目的としている。 
３．研究の方法 
リスク社会の本質的構造を明らかにするた
め、様々なリスクの相互依存関係と市場均衡
への影響分析を進める。この段階では、理論
モデルの構築と仮説の導出がまずは主要な
作業となる。仮説が導出された後に、仮説検
証のための実証分析を行う。この段階では、
マクロデータとアンケート調査によるミク
ロデータを補完的に用いながら進める。研究
の方向性としては、いかに市場均衡条件とリ
スク構造とをリンクして分析できるかを検
討する。 
研究遂行においては、ワークショップ等に

よって、国際的なレベルで様々な研究者との
研究交流を進める。本研究では、創造的労働
者のインセンティブと整合的な所得保障プ
ログラムを、著作権制度、パブリック・パー
チェイスプログラム、クリエイターのジョブ
マッチングコーディネーションプログラム
といった点に焦点を置きながら、妥当性を検
討する。 
 本研究が進める重要な課題は、主要４パー
トで分析される様々なライフリスクが、財・
サービス市場、労働市場といった市場でそれ
ぞれどのように影響を及ぼし合い、市場均衡
状態にどのようなメカニズムで影響を与え
るかを分析することにある。例えば、女性の

教育投資のリスクは、企業におけるワークラ
イフバランスの改善により減少することに
なる。このことは、女性の高等教育投資を増
大させ、大卒労働市場の均衡に影響をもたら
すと考えられる。また、リスク変化は、労働
生産性にも影響を与え、財市場均衡、経済成
長率への影響を通じてマクロ的効果を持つ
と考えられる。 
 本年度は、 
(1)ワークライフバランスに関しては、政府
統計の個表データを用いた、労働供給行動へ
の影響分析 
(2)介護保険制度の効率性と公平性のバラン
スと料金システムの検討 
(3)教育政策における基礎学力形成の問題 
(4)大卒労働市場のリスク増加要因の分析 
 に焦点を当てた分析を進める。 
４．研究成果 
社会構造変化とリスク構造変化がもたらす
コミュニティ活動への影響分析と社会保障
制度の有効性に与える影響分析に関しては、
コミュニティ参加における便益と費用の大
きさが、どのような要因によって変化するか
を、パーソナリティ情報を含めながら分析し
た。そして、リスク構造が変化したときに、
どのようなタイプの個人がコミュニティ活
動をどのように変化させるのかを構築した
マイクロデータから分析し、コミュニティの
機能がリスク構造の変化に伴ってどのよう
に変化するかを調べた。また、リスク構造に
対応するために、コミュニティ機能の向上と
橋渡し型社会関係資本の醸成の上で進める
ソーシャルビジネスの重要性に着目し、研究
を進めた。渕上智信と執筆した「人財育成に
おける内発的動機形成の重要性と能力開発
に お け る 新 た な る 方 法 論 」（ Quality 
Education, Vol. 7 .）では、ソーシャルビ
ジネスを運営する人材育成に関する理論的
および実証的考察をまとめたものである。ま
た、浦川、米崎との共著論文である、”
Happiness and Employment Status ” (T. 
Tachibankai eds. Advances in Happiness 
Research: A Comparative Perspective, 
Springer, January 2016.)では、非正規労働
の心理的コストまで把握した上での、非正規
労働就業のリスクについて分析している。ま
た、西村等との共著論文 “Basic Morality 
and Social Success in Japan,” （Journal 
of Informatics and Data Mining, Vol.1, 
No.1:6, 1-10）では、モラルと信頼形成に関
する質問を含めた、教育投資行動と教育収益
（所得データ）に関する調査を行った結果を
まとめたものである。これらの研究により、
労働市場における信頼形成の価値を明確に
し、倫理形成に関するリスクを明確にしてい
る。 
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